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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声処理装置から音声情報を受信する受信手段と、
　受信した前記音声情報を出力する、複数の出力手段と、
　前記出力手段と前記受信手段とを接続し、前記音声情報を伝達するケーブルと、
　前記ケーブルにかかる張力を検出する張力検出手段と、
　前記出力手段が利用者に装着されているか否かを検出する装着検出手段と、
　前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着であることが検出され且つ前
記張力検出手段により予め定められた閾値以上の張力が検出された場合に、第１の制御命
令を前記音声処理装置に対して送信し、前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共
に未装着であることが検出され且つ前記張力検出手段により前記閾値以上の張力が検出さ
れなかった場合に、前記第１の制御命令とは異なる第２の制御命令を前記音声処理装置に
対して送信する、送信手段と、
　を備えたことを特徴とする音声出力装置。
【請求項２】
　前記装着検出手段は、複数の前記出力手段それぞれが利用者に装着されているか否かを
検出し、
　前記送信手段は、さらに、利用者に装着されていない前記出力手段の数に基づいて、異
なる前記制御命令を送信すること、
　を特徴とする請求項１に記載の音声出力装置。
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【請求項３】
　前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着であることが検出され且つ前
記張力検出手段により予め定められた閾値以上の張力が検出された場合に、前記出力手段
から出力される前記音声情報を記憶する記憶手段を、さらに備え、
　前記出力手段は、前記装着検出手段が利用者に前記出力手段が装着されたことを検出し
た場合、前記記憶手段に記憶されていた音声情報を出力し、
　前記送信手段は、前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着であること
が検出され且つ前記張力検出手段により予め定められた閾値以上の張力が検出された場合
に、前記音声情報の送信を停止させる制御命令を送信し、前記装着検出手段が利用者に前
記出力手段が装着されたことを検出した場合、前記音声情報の送信を開始させる前記制御
命令を送信すること、
　を特徴する請求項１又は２に記載の音声出力装置。
【請求項４】
　前記閾値以上の張力を検出の有無、利用者に装着されていない前記出力手段の数の組合
せに対して、前記音声出力装置が実行すべき前記制御命令の設定を受け付ける設定受付手
段を、さらに備え、
　前記送信手段は、前記設定受付手段が受け付けた前記制御命令の設定に従って定められ
た、前記制御命令を送信すること、
　を特徴とする請求項１乃至３のいずれか一つに記載の音声出力装置。
【請求項５】
　音声情報を出力する音声出力装置と、当該音声出力装置に対して音声情報を提供する音
声処理装置で構成される音声処理システムであって、
　前記音声出力装置は、
　音声処理装置から音声情報を受信する受信手段と、
　受信した前記音声情報を出力する、複数の出力手段と、
　前記出力手段と前記受信手段とを接続し、前記音声情報を伝達するケーブルと、
　前記ケーブルにかかる張力を検出する張力検出手段と、
　前記出力手段が利用者に装着されているか否かを検出する装着検出手段と、
　前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着であることが検出され且つ前
記張力検出手段により予め定められた閾値以上の張力が検出された場合に、第１の制御命
令を前記音声処理装置に対して送信し、前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共
に未装着であることが検出され且つ前記張力検出手段により前記閾値以上の張力が検出さ
れなかった場合に、前記第１の制御命令とは異なる第２の制御命令を前記音声処理装置に
対して送信する、送信手段と、を備え、
　前記音声処理装置は、
　前記音声出力装置に対して前記音声情報を送信する送信手段と、
　前記音声出力装置から制御命令を受信する受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記制御命令に従って、前記音声情報を制御する制御手段と、
を備えたこと、
　を特徴とする音声処理システム。
【請求項６】
　前記音声出力装置は、
　前記装着検出手段は、複数の前記出力手段それぞれが利用者に装着されているか否かを
検出し、
　前記送信手段は、さらに、利用者に装着されていない前記出力手段の数に基づいて、異
なる前記制御命令を送信すること、
　を特徴とする請求項５に記載の音声処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、音声データを出力する音声出力装置、及び音声処理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、利用者の耳に装着して、音声を出力するイヤホンは、普及に伴い、さまざま
な状況で利用される傾向にある。
【０００３】
　そして、一度利用者の耳に装着されたイヤホンは、様々な理由で非装着となる状況が存
在する。例えば、利用者が意図的にイヤホンを取り外す場合もあるし、ケーブルを障害物
に引っかけたなどの理由により偶発的にイヤホンが外れる場合も存在する。これらの状況
に陥った場合に、状況に応じた音声データの制御を行うのが望ましい。
【０００４】
　例えば、特許文献１では、イヤホンの装着、非装着に従って音声情報の出力を制御して
いる。これにより、利用者の聞き漏らしを抑止することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１０７９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、装着の有無のみ判断し、イヤホンの状況
を鑑みていないため、音声データの制御が適切でない可能性があるという問題がある。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、イヤホンの状況に基づいて、音声デー
タを制御する音声出力装置、及び音声処理システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる音声出力装置は、音声
処理装置から音声情報を受信する受信手段と、受信した前記音声情報を出力する、複数の
出力手段と、前記出力手段と前記受信手段とを接続し、前記音声情報を伝達するケーブル
と、前記ケーブルにかかる張力を検出する張力検出手段と、前記出力手段が利用者に装着
されているか否かを検出する装着検出手段と、前記装着検出手段により前記複数の出力手
段が共に未装着であることが検出され且つ前記張力検出手段により予め定められた閾値以
上の張力が検出された場合に、第１の制御命令を前記音声処理装置に対して送信し、前記
装着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着であることが検出され且つ前記張力
検出手段により前記閾値以上の張力が検出されなかった場合に、前記第１の制御命令とは
異なる第２の制御命令を前記音声処理装置に対して送信する、送信手段と、を備えたこと
を特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる音声処理システムは、音声情報を出力する音声出力装置と、当該
音声出力装置に対して音声情報を提供する音声処理装置で構成される音声処理システムで
あって、前記音声出力装置は、音声処理装置から音声情報を受信する受信手段と、受信し
た前記音声情報を出力する、複数の出力手段と、前記出力手段と前記受信手段とを接続し
、前記音声情報を伝達するケーブルと、前記ケーブルにかかる張力を検出する張力検出手
段と、前記出力手段が利用者に装着されているか否かを検出する装着検出手段と、前記装
着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着であることが検出され且つ前記張力検
出手段により予め定められた閾値以上の張力が検出された場合に、第１の制御命令を前記
音声処理装置に対して送信し、前記装着検出手段により前記複数の出力手段が共に未装着
であることが検出され且つ前記張力検出手段により前記閾値以上の張力が検出されなかっ
た場合に、前記第１の制御命令とは異なる第２の制御命令を前記音声処理装置に対して送



(4) JP 4612728 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

信する、送信手段と、を備え、前記音声処理装置は、前記音声出力装置に対して前記音声
情報を送信する送信手段と、前記音声出力装置から制御命令を受信する受信手段と、前記
受信手段が受信した前記制御命令に従って、前記音声情報を制御する制御手段と、を備え
たこと、を特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、複数の出力手段が未装着であることを検出した際、前記閾値より大き
い張力を検出したか否かに応じて制御命令を切り替えることで、状況に応じた詳細な音声
情報の制御が可能という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、第１の実施の形態にかかる音声出力装置、及びリモート端末の外観を示
した説明図である。
【図２】図２は、音声出力装置のハードウェア構成を示した説明図である。
【図３】図３は、音声出力装置とリモート端末のソフトウェア構成を示すブロック図であ
る。
【図４】図４は、命令管理テーブルのテーブル構造を示した図である。
【図５】図５は、イヤホン部が未装着になった場合に実行すべき内容の設定を受け付ける
画面の例を示した図である。
【図６】図６は、音声出力装置とリモート端末における、音声出力装置のイヤホン部が未
装着になった場合の全体的な処理手順を示したフローチャートである。
【図７】図７は、偶発的に両イヤホン部が外れたため、特定部が、音声データの記録及び
一時停止コマンドを特定した後の処理を示したフローチャートである。
【図８】図８は、利用者が意図的に両イヤホン部を外したため、特定部が一時停止コマン
ドを特定した後の処理を示したフローチャートである。
【図９】図９は、偶発的に片方のイヤホン部が外れたため、特定部が音声合成コマンドを
特定した後の処理を示したフローチャートである。
【図１０】図１０は、意図的に片方のイヤホン部を外したため、特定部が音声合成コマン
ド及び音量低減コマンドを特定した後の処理を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に添付図面を参照して、この発明にかかる音声出力装置、及び音声処理システムの
最良な実施の形態を詳細に説明する。
【００１３】
（第１の実施の形態）
　図１は、第１の実施の形態にかかる音声出力装置１００、及びリモート端末１５０の外
観を示した説明図である。図１は、音声出力装置１００は、筐体部１１０とケーブルを介
して接続されたイヤホン部１０２、１０３を備えている。筐体部１１０は、音声データの
処理を行う。
【００１４】
　リモート端末１５０は、ＡＶ（Audio　Visual）機器などの音声データを再生し、再生
した音声データを音声出力装置１００に対して出力する装置とする。音声を再生する装置
であれば、いずれの装置であっても良く、例えば、携帯型の音声再生装置であっても良い
し、映像の再生と共に音声を提供する動画像再生装置であっても良い。
【００１５】
　本実施の形態においては、音声出力装置１００とリモート端末１５０との接続手段とし
て、短距離無線手段であるBluetooth（登録商標）を用いる。これにより、音声出力装置
１００とリモート端末１５０との間で、音声データ及び音声データを制御するための制御
コマンド等の送受信を行うことができる。なお、本実施の形態では、無線通信としてBlue
tooth（登録商標）を用いたが、赤外線通信などの他の無線通信手段を用いて接続しても
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よい。
【００１６】
　音声出力装置１００は、左右のそれぞれの耳に装着する左イヤホン部１０２と、右イヤ
ホン部１０３とを備えている。なお、左イヤホン部１０２及び右イヤホン部１０３は、そ
れぞれ音声データを出力する手段であり、換言すれば、左用音響出力部及び右用音響出力
部ということができる。
【００１７】
　そして、音声出力装置１００は、筐体部１１０と左イヤホン部１０２とを接続する左ケ
ーブル１０８と、筐体部１１０と右イヤホン部１０３とを接続する右ケーブル１０９とを
、さらに備えている。そして、左ケーブル１０８と右ケーブル１０９とは、筐体部１１０
からの音声データを、左イヤホン部１０２及び右イヤホン部１０３のそれぞれに対して伝
達する経路となる。
【００１８】
　さらに、左イヤホン部１０２側には、当該左イヤホン部１０２の装着状態を検出するた
めの左用装着検出センサ１０４と左用張力センサ１０５とを備える。また、右イヤホン部
１０３側には、当該右イヤホン部１０３における装着状態を検出するための右用装着検出
センサ１０６と右用張力センサ１０７とを備える。
【００１９】
　左用装着検出センサ１０４、及び右用装着検出センサ１０６は、各イヤホン部（音響出
力部）１０２、１０３が各耳に装着されているか否かを検出するセンサとする。左用装着
検出センサ１０４、及び右用装着検出センサ１０６として用いられるセンサとしては、重
力方向に基づいてイヤホン部１０２、１０３の向きや、各耳から外れたことを検出可能な
加速度センサを用いる。また、左用装着検出センサ１０４、及び右用装着検出センサ１０
６は、各耳の着脱を検出可能なセンサであれば良く、例えば、利用者の体温を検出する温
度検出センサを用いるなどを用いても良い。さらには、赤外線センサ、圧力センサ、光セ
ンサ、音圧センサ、汗検知センサなど、耳への装着が検出できるものであれば、他のセン
サであっても良い。
【００２０】
　左用張力センサ１０５は、左イヤホン部１０２と左ケーブル１０８との結合部の負荷を
張力として検出する。右用張力センサ１０７は、右イヤホン部１０３と右ケーブル１０９
との結合部の負荷を張力として検出する。イヤホン部１０２、１０３が非装着状態になっ
た場合、これら検出結果から、利用者の意図したものか、偶発的に外れたものか判定でき
するために用いる。
【００２１】
　具体的には、左用張力センサ１０５、及び右用張力センサ１０７で検出された張力と、
予め定めた閾値と、を比較することで、意図的は偶発的か特定している。つまり、閾値よ
りも検出した張力の値の方が小さい場合、ユーザが手でイヤホン部１０２、１０３を外し
た、つまり、ユーザが意図的にイヤホン部を外したとみなす。また、閾値よりも検出され
た張力の値の方が大きい場合、偶発的にイヤホン部が外れたとみなす。
【００２２】
　そして、本実施の形態においては、イヤホン部の装着状態と、各ケーブルの引っ張り状
態（閾値以上の張力が掛かっているか否か）とを組み合わせることで、利用者が意図した
イヤホン部の取り外しか、偶発的にイヤホン部が外れたものかを特定している。すなわち
、ケーブルの張力が予め定められた閾値以下であってイヤホン部の未装着を検出した場合
、意図的に外されたものであり、ケーブルの張力が予め定められた閾値以上であってイヤ
ホン部が未装着を検出した場合、偶発的に外れたもの（例えば、ケーブルが障害物等に引
っ張られたために外れたもの）とみなしている。
【００２３】
　そして、音声出力装置１００は、意図的又は偶発的にイヤホン部が未装着となった場合
に、リモート端末１５０に対して、音声データを制御するコマンドを送信する。この音声
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データの制御は、Bluetooth（登録商標）のＡＶＲＣＰプロファイルを用いることで可能
となる。
【００２４】
　図２は、音声出力装置１００のハードウェア構成を示した説明図である。図２に示すよ
うに、音声出力装置１００の筐体部１１０は、ＲＯＭ２０１と、ＣＰＵ２０２と、ＲＡＭ
２０３と、無線通信部２０４と、音声処理部２０５と、左装着検出信号Ｉ／Ｆ２１１と、
左張力信号Ｉ／Ｆ２１２と、左イヤホンＩ／Ｆ２１３と、右イヤホンＩ／Ｆ２１４と、右
張力信号Ｉ／Ｆ２１５と、右装着検出信号Ｉ／Ｆ２１６と、を備えている。
【００２５】
　左イヤホンＩ／Ｆ２１３及び右イヤホンＩ／Ｆ２１４は、グランドが共通とした上で、
左イヤホンＩ／Ｆ２１３と右イヤホンＩ／Ｆ２１４とで２つの端子が別々に存在している
ものとする。
【００２６】
　左装着検出信号Ｉ／Ｆ２１１は、左用装着検出センサ１０４からの加速度信号を受信す
る。右装着検出信号Ｉ／Ｆ２１６は、右用装着検出センサ１０６からの加速度信号を受信
する。
【００２７】
　左張力信号Ｉ／Ｆ２１２、左用張力センサ１０５からの張力信号を受信する。右張力信
号Ｉ／Ｆ２１５は、右用張力センサ１０７からの張力信号を受信する。
【００２８】
　ＲＯＭ２０１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）２０２で用いられる音声制御
プログラムなどを記憶する。
【００２９】
　ＲＡＭ２０３は、各種センサからの受信した信号と比較するための各種閾値を予め記憶
する。また、ＲＡＭ２０３は、現在の状況に応じて実行すべき制御コマンドを特定するた
めのテーブルを記憶する。さらに、ＲＡＭ２０３は、利用者が偶発的に音声を聞けなくな
った等の状況に応じて、音声データを記録する。
【００３０】
　無線通信部２０４は、接続手段に応じて、データの符号化、及び通信処理を行う。例え
ば、Bluetooth（登録商標）を用いて音声データを受信する場合、いわゆる音楽データを
受信するためのプロファイルであるＡ２ＤＰプロファイルを用いる。
【００３１】
　さらに、無線通信部２０４は、ＡＶＲＣＰプロファイルを用いて、ＣＰＵ２０２に従っ
て音声データを制御するコマンドをリモート端末１５０に送信することで、音声データを
制御する。Bluetooth（登録商標）におけるその他の手法として、各種センサから受信し
た信号をＨＩＤ（Human　Interface　Device）プロファイルを用いて送信し、リモート端
末１５０本体でデータの処理・判定・制御を行ってもよい。
【００３２】
　ＣＰＵ２０２は、ＲＯＭ２０１に記憶されたプログラムを読み出した後、音声出力装置
１００全体を制御する。
【００３３】
　例えば、ＣＰＵ２０２は、左イヤホンＩ／Ｆ２１３及び右イヤホンＩ／Ｆ２１４を介し
て接続された各イヤホン部１０２、１０３、左張力信号Ｉ／Ｆ２１２及び右張力信号Ｉ／
Ｆ２１５が受信する張力信号、及び左装着検出信号Ｉ／Ｆ２１１及び右装着検出信号Ｉ／
Ｆ２１６が受信する加速度信号を監視し、左イヤホンＩ／Ｆ２１３及び右イヤホンＩ／Ｆ
２１４を介して出力される音声データや、無線通信部２０４からのリモート端末１５０に
対するコマンドの送信、又は音声出力装置１００内の電力供給を制御する。
【００３４】
　音声処理部２０５は、ＣＰＵ２０２による制御に従って、無線通信部２０４が受信した
音声データを処理する。そして、処理された音声データは、左イヤホンＩ／Ｆ２１３及び
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右イヤホンＩ／Ｆ２１４を介して、それぞれのイヤホン部１０２、１０３に出力される。
【００３５】
　また、リモート端末１５０は、無線通信部やＣＰＵなどの通常のコンピュータと同様の
ハードウェア構成を備えるものとして説明を省略する。
【００３６】
　ところで、従来のイヤホン部等では、利用者がリモート端末からの音声データを聞いて
いるときに、偶発的に両耳又は片耳のイヤホン部が外れた場合、聞きたかったポイントを
逃してしまうことがある。ほかには、利用者が急遽外の音を聞くために意図的にイヤホン
部を外す場合、一時停止や音量を小さくするなどの操作をしたいことがある。そこで、本
実施の形態にかかる音声出力装置１００では、片耳以上のイヤホン部が意図的又は偶発的
に外れたことを検出し、検出結果に応じて音声データの出力方法を制御することした。こ
れにより、利用者の聞き逃しを防止したり、ユーザの操作負担を軽減することを可能とし
ている。
【００３７】
　このような制御可能とする音声出力装置１００とリモート端末１５０のソフトウェア構
成について説明する。図３は、音声出力装置１００とリモート端末１５０のソフトウェア
構成を示すブロック図である。
【００３８】
　図３に示すように、リモート端末１５０は、通信制御部３５１と、音声制御部３５２と
、音声データ記憶部３５３とを備え、音声データを音声出力装置１００に対して提供する
。
【００３９】
　音声データ記憶部３５３は、音声出力装置１００等に対して提供する音声データを記憶
している。音声データのフォーマットとしては、どのようなフォーマットを用いても良く
、例えばＡＡＣ、ＭＰ３、又はＷＭＰ等を用いることが考えられる。
【００４０】
　通信制御部３５１は、受信制御部３６１と、送信制御部３６２と、を備え、リモート端
末１５０が備える（図示しない）無線通信手段を用いて、音声出力装置１００との間の通
信制御を行う。なお、本実施の形態では、無線通信手段として、Bluetooth（登録商標）
を用いる。そして、リモート端末１５０は、音声出力装置１００との間でペアリングを行
うこととする。また、リモート端末１５０は、Ａ２ＤＰ(Advanced　Audio　Distribution
　Profile)や、ＡＶＲＣＰ(Audio/Video　Remote　Control　Profile)などの様々なプロ
ファイルを利用可能とする。
【００４１】
　受信制御部３６１は、リモート端末１５０が備える無線通信手段を用いて、音声出力装
置１００からのデータを受信制御する。また、受信制御部３６１は、ＡＶＲＣＰプロファ
イルを利用することで、音声出力装置１００から各種制御コマンドを受信することができ
る。制御コマンドとしては、例えば、再生停止、曲送り曲戻し、音量調節、又は音声合成
コマンド等とする。
【００４２】
　音声合成コマンドとは、ステレオ音声を合成し、片耳だけで聞けるようにモノラル音声
として出力させるコマンドとする。なお、具体的な手法としては、上述したプロファイル
に基づくものとして、説明を省略する。
【００４３】
　送信制御部３６２は、音声出力装置１００に対してデータを送信制御する。また、送信
制御部３６２は、Ａ２ＤＰプロファイルを使用することで、音声出力装置１００に対して
、ステレオ音声及び高音質の音声データを送信制御することができる。また、送信制御部
３６２は、モノラル音声及び高音質の音声データを送信制御することもできる。
【００４４】
　音声制御部３５２は、音声データ記憶部３５３から読み出された音声データを処理し、
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送信制御部３６２に出力する。その際、音声制御部３５２は、リモート端末１５０から入
力された制御コマンド、又は受信制御部３６１が受信した制御コマンドに従って、音声デ
ータを処理する。例えば、音声制御部３５２は、音声合成コマンドに従って、ステレオ音
声を合成してモノラル音声の生成や、音声データの音量の調節などを行う。次に、音声出
力装置１００について説明する。
【００４５】
　音声出力装置１００は、ソフトウェア構成として、装着検出部３０２と、張力検出部３
０３と、音声出力制御部３０４と、通信制御部３０１と、特定部３０５と、設定受付部３
０６と、を備え、ＲＡＭ２０３に格納された命令管理テーブル３３１及び音声データキャ
ッシュ３３２などを用いて、イヤホン部の装着状態に基づいて、音声データの出力を制御
する。まず、ＲＡＭ２０３に格納されている命令管理テーブル３３１及び音声データキャ
ッシュ３３２について説明する。
【００４６】
　命令管理テーブル３３１は、リモート端末１５０に対して指示すべきコマンド等を管理
するテーブルとする。図４は、命令管理テーブル３３１のテーブル構造を示した図である
。図４に示すように、命令管理テーブル３３１は、“装着状態”と、“張力検出”と、“
現在状況”と、“実行内容”とを対応付けて保持している。
【００４７】
　つまり、“装着状態”、“引張検出”及び“現在状況”に設定されている条件を満たし
た場合に、“実行内容”で設定されている処理及びコマンドの送信が行われる。
【００４８】
　“装着状態”は、イヤホン部の装着状態に関する条件が設定されている。そして、“装
着状態”が、後述する装着検出部３０２の検出結果と一致した場合に条件を満たしたこと
になる。
【００４９】
　“引張検出”は、イヤホン部に結合されたケーブルが引っ張られたか否か、換言すると
予め定められた閾値以上の張力が検出されたか否かを示すフラグが設定されている。“○
”であれば、予め定められた閾値以上の張力を検出したことを意味する。一方“×”であ
れば、予め設定された閾値以下の張力しか検出できなかったことを意味する。
【００５０】
　“現在状況”は、実行内容を行う際に必要とする現在の状況（換言すれば、装着検出部
３０２及び張力検出部３０３ですでに検出された結果）が設定されている。なお、“－”
の場合は、現在の状況がどのような状況であっても良いものとする。
【００５１】
　“実行内容”は、音声出力装置１００が実行すべき処理、及びリモート端末１５０に対
して送信すべきコマンドが設定されている。
【００５２】
　図４に示す例では、“装着状態”が“両方とも未装着”で、“引張検出”が“×”であ
れば、ケーブル１０８、１０９が引っ張られなかったことから、利用者が自発的に両方の
イヤホン部１０２、１０３を取り外したものとみなしている。この場合には“一時停止コ
マンド”をリモート端末１５０に対して送信する。
【００５３】
　また、“装着状態”が“両方とも未装着”で、“引張検出”が“○”であれば、ケーブ
ル１０８、１０９が引っ張られたため、偶発的に両方のイヤホン部１０２、１０３が外れ
たものとみなしている。この場合、すぐに“一時停止コマンド”をリモート端末１５０に
対して送信する他、既に出力された数秒間の音声データを音声データキャッシュ３３２に
蓄積しておく。そして、再び装着された場合には、蓄積された数秒間前の音声データの出
力がなされる。これにより、利用者は既に出力された音声データで内容を確認することが
できる。
【００５４】
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　また、“装着状態”が“片方のみ未装着”で、“引張検出”が“×”であれば、利用者
が自発的に片方のイヤホン部を取り外したものとみなしている。この場合、片耳で全ての
音を聞けるように“音声合成コマンド”をリモート端末１５０に対して送信するほか、利
用者が外部環境の音を聞く妨げにならないように“音量低減コマンド”を送信する。
【００５５】
　また、“装着状態”が“片方のみ未装着”で、“引張検出”が“○”であれば、ケーブ
ル（１０８又は１０９）が引っ張られたため、偶発的に片方のイヤホン部（１０２又は１
０３）が外れたものとみなしている。この場合、片耳で全ての音を聞けるように“音声合
成コマンド”をリモート端末１５０に対して送信する。
【００５６】
　また、命令管理テーブル３３１には、上述した状況からイヤホン部が装着された場合（
“装着状態”が“未装着→装着”）に実行すべきコマンド等についても保持している。こ
れにより、装着された状況に適した音声データを提供することができる。
【００５７】
　音声データキャッシュ３３２は、偶発的に両方のイヤホン部が外れた場合に、出力され
た音声データを記憶する。なお、偶発的に両方のイヤホン部が外れた場合とは、後述する
張力検出部３０３が、閾値以上の張力を検出した上、装着検出部３０２が両イヤホン部１
０２、１０３が装着されていないことを検出した場合を示すものとする。
【００５８】
　装着検出部３０２は、２個のイヤホン部１０２、１０３それぞれが、利用者の耳に装着
されているか否かを検出する。本実施の形態では、左イヤホン部１０２及び右イヤホン部
１０３それぞれに内蔵された装着検出センサ１０４、１０６からの加速度信号に基づいて
、装着されているか否かの検出を可能としている。
【００５９】
　本実施の形態では、装着検出部３０２は、左装着検出信号Ｉ／Ｆ２１１及び右装着検出
信号Ｉ／Ｆ２１６が受信したそれぞれの加速度信号が、ＲＡＭ２０３に予め設定されてい
る閾値を超えた場合に利用者から外れた、つまり未装着になったと判定する。
【００６０】
　また、装着検出部３０２は、イヤホン部が未装着から、利用者に装着された状態になっ
たことも検出する。当該検出は、周知の手法を問わずあらゆる手法を用いて良いが、例え
ば、加速度信号から特定されるイヤホン部（１０２、１０３）の向きなどから利用者が装
着したことを検出しても良い。
【００６１】
　張力検出部３０３は、左張力信号Ｉ／Ｆ２１２及び右張力信号Ｉ／Ｆ２１５から受信し
た張力信号が、予め定められた閾値以上であるか否かを検出する。閾値以上の張力が検出
された場合、偶発的に外れたとみなす。そして、閾値より小さい張力が検出された場合、
意図的に外したとみなす。なお、閾値は、装着されているイヤホン部が偶発的に外れる基
準として実測に基づいて設定された値とし、実施の形態に応じて適切な値が設定されるも
のとする。そして、閾値は、予めＲＡＭ２０３に格納しておく。
【００６２】
　特定部３０５は、装着検出部３０２の検出結果、及び張力検出部３０３の検出結果の組
み合わせに基づいて、リモート端末１５０に対して送信する音声データの制御コマンド、
及び実行すべき処理を特定する。その際、特定部３０５は、装着検出部３０２の検出結果
である、片方又は両方のイヤホン部が未装着であるか否かも考慮した上で特定する。また
、本実施の形態にかかる特定部３０５は、特定する際、命令管理テーブル３３１を参照す
る。
【００６３】
　例えば、特定部３０５は、張力検出部３０３が予め定められた閾値以上の張力を検出し
た上で、装着検出部３０２が両方のイヤホン部１０２、１０３が未装着であることを検出
した場合、命令管理テーブル３３１を参照して、送信すべきコマンドとして一時停止コマ
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ンドを特定するとともに、数秒間の音声データを音声データキャッシュ３３２に記録する
処理を特定する。
【００６４】
　その後、特定部３０５は、装着検出部３０２がイヤホン部１０２、１０３が装着された
ことを検出した場合、音声データキャッシュ３３２に記録された音声データの出力処理と
、継続して再生するための再生開始コマンドと、を特定する。
【００６５】
　また、予め定められた閾値以上の張力が検出されずに両方のイヤホン部１０２、１０３
が未装着であることを検出した場合、予め定められた閾値以上の張力を検出すると共に片
方のイヤホン部が未装着であることを検出した場合、及び予め定められた閾値以上の張力
を検出せずに片方のイヤホン部が未装着であることを検出した場合に、特定する制御コマ
ンド及び実行すべき処理は、図４から導き出せるものとして説明を省略する。
【００６６】
　なお、本実施の形態では、イヤホン部の装着有無と閾値以上の張力の検出有無とを組み
合わせて、実行する処理及び送信する制御命令を特定した。しかしながら、本実施の形態
は、このような処理手順に制限するものではなく、張力が閾値以上であるか否かのみに基
づいて、リモート端末１５０に対して送信する制御コマンド等を特定しても良い。これは
、張力のみであってもイヤホンが外れたか否かを検出できることに基づく。これにより、
利用者の装着状況に基づいた音声データの制御を実行できる。したがって、利用者の利便
性が向上する。
【００６７】
　通信制御部３０１は、受信制御部３１１と、送信制御部３１２とを備え、ペアリングさ
れたリモート端末１５０との間で、Bluetooth（登録商標）の各種プロファイルを用いて
通信制御を行う。
【００６８】
　受信制御部３１１は、無線通信部２０４を介して、リモート端末１５０から、音声デー
タを含む様々なデータの受信制御を行う。
【００６９】
　送信制御部３１２は、無線通信部２０４を介して、リモート端末１５０に対して、音声
データの制御コマンドを含む様々なデータの送信制御を行う。送信対象となる制御コマン
ドは、特定部３０５により特定された制御コマンドとする。
【００７０】
　音声出力制御部３０４は、受信制御部３１１が受信制御した音声データが音声処理部２
０５で処理なされた後、各イヤホン部１０２、１０３に出力する制御を行う。その際、入
力された音声データがステレオの場合には、左イヤホン部１０２及び右イヤホン部１０３
に対して適切な音声データを割り当て、音声データがモノラルの場合には、装着されてい
る左イヤホン部１０２又は右イヤホン部１０３に音声データを割り当てる。なお、音声デ
ータがモノラルの場合、左イヤホン部１０２及び右イヤホン部１０３の両方に同一の音声
データを出力しても良い。
【００７１】
　また、音声出力制御部３０４は、特定部３０５で特定された処理に基づいて、音声デー
タを処理する。例えば、音声出力制御部３０４は、特定部３０５で数秒間の音声データを
音声データキャッシュ３３２に記録することが特定された場合、出力制御していた音声デ
ータを音声データキャッシュ３３２に記録する制御を行う。また、音声出力制御部３０４
は、音声データキャッシュ３３２に記録された音声データの出力処理が特定された場合、
音声データキャッシュ３３２から音声データを読み出して、各イヤホン部１０２、１０３
に出力する制御を行う。そのまま音声出力制御部３０４は、音声処理部２０５で処理なさ
れた音声データを各イヤホン部１０２、１０３に出力制御することになる。これにより、
利用者は、イヤホン部が外れた際に出力された数秒間前の音声データから継続して音声デ
ータを聴くことができる。
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【００７２】
　設定受付部３０６は、利用者の操作から、命令管理テーブル３３１の“実行内容”の設
定を受け付ける。この際、リモート端末１５０の（図示しない）表示部に設定可能な“実
行内容”を表示しても良い。図５は、イヤホン部（１０２及び１０３のいずれか一つ以上
）が未装着になった場合に実行すべき内容の設定を受け付ける画面の例を示した図である
。図５に示すように、外れたイヤホン部の数、及び意図的又は偶発的（換言すれば、閾値
以上の張力が検出されたか否か）の組み合わせ毎に、所望する処理をプルダウンから設定
する。
【００７３】
　そして、設定受付部３０６は、利用者により選択した実行すべき内容に応じて、“実行
内容”を命令管理テーブル３３１に設定する。これにより、イヤホン部（１０２及び１０
３のいずれか一つ以上）が未装着になった場合に、利用者の所望する処理が行われること
になる。
【００７４】
　次に、音声出力装置１００とリモート端末１５０におけるイヤホン部（１０２及び１０
３のいずれか一つ以上）が未装着になった場合の全体的な処理手順について説明する。図
６は、音声出力装置１００とリモート端末１５０における上述した処理手順を示したフロ
ーチャートである。なお、図６の開始の時点で、既に利用者が音声データの再生を開始し
ている状況とする。
【００７５】
　まず、リモート端末１５０において、送信制御部３６２が、Bluetooth（登録商標）を
用いて、音声データの送信制御を行っているものとする（ステップＳ６５１）。
【００７６】
　それにしたがって、音声出力装置１００が、無線通信部２０４を介して、音声データの
受信制御を行っている（ステップＳ６０１）。次に、音声処理部２０５が、受信した音声
データに対して処理を行う（ステップＳ６０２）。
【００７７】
　その後、音声出力制御部３０４が、処理された音声データを、左イヤホンＩ／Ｆ２１３
及び右イヤホンＩ／Ｆ２１４を介して出力される（ステップＳ６０３）。
【００７８】
　そして、装着検出部３０２は、両イヤホン部１０２、１０３が利用者の両耳に装着され
ているか否かを検出する（ステップＳ６０４）。両イヤホン部１０２、１０３が利用者に
装着されていることを検出した場合（ステップＳ６０４：Ｙｅｓ）、継続して音声データ
の受信から出力処理を行う（ステップＳ６０１～Ｓ６０３）。これにより、両イヤホン部
１０２、１０３の装着が確認されている間は、通常通りの音声データの視聴が可能となる
。
【００７９】
　一方、装着検出部３０２が、両イヤホン部１０２、１０３のいずれか一方以上の未装着
を検出した場合（ステップＳ６０４：Ｎｏ）両耳共に未装着を検出した否かを判定する（
ステップＳ６０５）。両耳共に未装着であることを検出した場合（ステップＳ６０５：Ｙ
ｅｓ）、張力検出部３０３が、左張力信号Ｉ／Ｆ２１２及び右張力信号Ｉ／Ｆ２１５を介
して受信した張力信号が、予め定められた閾値以上であるか否かを検出する（ステップＳ
６０６）。なお、本ステップでは、２つの張力信号共に、予め定められた閾値以上である
ことを必要とする。
【００８０】
　そして、閾値以上の張力を検出した場合（ステップＳ６０６：Ｙｅｓ）、特定部３０５
が、命令管理テーブル３３１を参照して、偶発的に両イヤホン部１０２、１０３が外れた
場合の実行すべき制御命令である、一時停止コマンドと、実行すべき処理として音声デー
タの記録処理を特定する（ステップＳ６０７）。その後、ステップＳ６１２に進む。
【００８１】
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　一方、両耳共に非装着で、閾値以上の張力を検出しなかった場合（ステップＳ６０６：
Ｎｏ）、特定部３０５が、命令管理テーブル３３１を参照して、意図的に両イヤホン部１
０２、１０３を外した場合に実行すべき制御命令である、一時停止コマンドを特定する（
ステップＳ６０８）。その後、ステップＳ６１２に進む。
【００８２】
　また、ステップＳ６０５において、装着検出部３０２が、両耳ではなく、片耳のみ未装
着を検出した場合（ステップＳ６０５：Ｎｏ）、張力検出部３０３が、左張力信号Ｉ／Ｆ
２１２及び右張力信号Ｉ／Ｆ２１５を介して受信した張力信号が、予め定められた閾値以
上であるか否かを検出する（ステップＳ６０９）。なお、本ステップでは受信した張力信
号のうち一方のみが、予め定められた閾値以上であれば良いものとする。
【００８３】
　そして、閾値以上の張力を検出した場合（ステップＳ６０９：Ｙｅｓ）、特定部３０５
が、命令管理テーブル３３１を参照して、偶発的に片耳のイヤホン部（１０２又は１０３
）が外れた場合の実行すべき制御命令である、音声合成コマンドを特定する（ステップＳ
６１０）。その後、ステップＳ６１２に進む。
【００８４】
　一方、片耳のみ非装着で、閾値以上の張力を検出しなかった場合（ステップＳ６０９：
Ｎｏ）、特定部３０５が、命令管理テーブル３３１を参照して、意図的に片耳のイヤホン
部（１０２又は１０３）を外した場合に実行すべき制御命令である、一時停止コマンドと
音量低減コマンドとを特定する（ステップＳ６１１）。その後、ステップＳ６１２に進む
。
【００８５】
　次に、音声出力装置１００は、特定された制御コマンドの送信及び状況に応じた処理を
行う（ステップＳ６１２）。なお、具体的な処理については、後述する。
【００８６】
　そして、リモート端末１５０は、制御コマンドの受信と、受信した制御コマンドに基づ
く処理とを行う（ステップＳ６５２）。なお、具体的な処理については、後述する。
【００８７】
　上述した処理手順により、利用者の各イヤホン部の装着状態に応じた制御コマンドの実
行がなされることになる。次に、特定された制御コマンドに基づく処理を、状況毎に説明
する。
【００８８】
　図７は、偶発的に両イヤホン部１０２、１０３が外れた（図６のステップＳ６０７に相
当）ため、特定部３０５が、音声データの記録及び一時停止コマンドを特定した後の図６
のステップＳ６１２及びＳ６５２の処理を示したフローチャートである。本実施の形態に
おいては、偶発的に両イヤホン部１０２、１０３が外れた場合は、すぐに再装着すること
を想定して処理を行っている。
【００８９】
　まずは、音声出力制御部３０４は、すでに出力した数秒分の音声データを、音声データ
キャッシュ３３２に記録する制御を行う（ステップＳ７０１）。なお、記録する手法とし
ては、例えば常に出力した数秒分の音声データをＲＡＭ２０３にキャッシュしておくなど
、周知の手法を問わず、あらゆる手法を用いても良い。
【００９０】
　次に、送信制御部３１２が、特定部３０５で特定された一時停止コマンドを、無線通信
部２０４を介して、リモート端末１５０に送信制御する（ステップＳ７０２）。
【００９１】
　そして、リモート端末１５０の受信制御部３６１が、一時停止コマンドの受信制御を行
う（ステップＳ７５１）。
【００９２】
　次に、リモート端末１５０の音声制御部３５２が、受信した一時停止コマンドに従って
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、音声データ記憶部３５３からの音声データの読み出しから送信までの処理を停止する（
ステップＳ７５２）。
【００９３】
　一方、音声出力装置１００において、装着検出部３０２が、両イヤホン部１０２、１０
３が装着されたか否かの検出を行う（ステップＳ７０３）。検出されなかった場合（ステ
ップＳ７０３：Ｎｏ）、装着されるまで検出処理を行う（ステップＳ７０３）。
【００９４】
　そして、装着検出部３０２が、両イヤホン部１０２、１０３が装着されたことを検出し
た場合（ステップＳ７０３：Ｙｅｓ）、特定部３０５が、命令管理テーブル３３１を参照
し、“装着検出部３０２の検出結果”及び“現在状況”を検索条件として、実行内容“記
録した音声データ、再生開始コマンド”を特定する（ステップＳ７０４）。
【００９５】
　その後、送信制御部３１２が、特定された再生開始コマンドを、リモート端末１５０に
対して送信制御を行う（ステップＳ７０５）。
【００９６】
　一方、リモート端末１５０においては、受信制御部３６１が、再生開始コマンドを受信
したか否か判断する（ステップＳ７５３）。受信していないと判断した場合（ステップＳ
７５３：Ｎｏ）、受信するまでステップＳ７５３の判断を行う。
【００９７】
　そして、受信制御部３６１が、再生開始コマンドを受信したと判断した場合（ステップ
Ｓ７５３：Ｙｅｓ）、再生開始コマンドに従って、音声制御部３５２が、音声データ記憶
部３５３から音声データの読み出しを開始し、読み出した音声データを送信制御部３６２
が送信制御を開始する（ステップＳ７５４）。
【００９８】
　これに伴い、音声出力装置の受信制御部３１１が、リモート端末１５０からの音声デー
タを受信制御する（ステップＳ７０６）。そして、音声出力制御部３０４が、音声データ
キャッシュ３３２に記憶されていた音声データを出力し（ステップＳ７０７）、その後継
続して受信制御した音声データを、音声処理部２０５で処理した後に出力する（ステップ
Ｓ７０８）。
【００９９】
　上述した処理手順により、利用者の両イヤホン部１０２、１０３が偶発的に外れてから
、装着するまでの間の音声データの停止と、装着後の音声データの視聴とを行うことがで
きる。なお、本実施の形態においては、偶発的に両イヤホン部１０２、１０３が外れた場
合に特定される制御コマンドを一時停止コマンドに制限するものではなく、一時停止コマ
ンドの他の制御コマンドとして、停止、録音、音量調整又はこれらの組み合わせなどであ
っても良い。
【０１００】
　図８は、利用者が意図的に両イヤホン部１０２、１０３を外したため（図６のステップ
Ｓ６０８に相当）、特定部３０５が一時停止コマンドを特定した後の図６のステップＳ６
１２及びＳ６５２の処理を示したフローチャートである。なお、意図的に両イヤホン部１
０２、１０３を外す場合とは、視聴を一時中断するとみなされる場合とする。
【０１０１】
　まずは、送信制御部３１２が、特定部３０５で特定された一時停止コマンドを、無線通
信部２０４を介して、リモート端末１５０に送信制御する（ステップＳ８０１）。
【０１０２】
　そして、リモート端末１５０の受信制御部３６１が、一時停止コマンドの受信制御を行
う（ステップＳ８５１）。
【０１０３】
　次に、リモート端末１５０の音声制御部３５２が、受信した一時停止コマンドに従って
、音声データ記憶部３５３からの音声データの読み出しから送信までの処理を停止する（
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ステップＳ８５２）。
【０１０４】
　一方、音声出力装置１００において、装着検出部３０２は、両イヤホン部１０２、１０
３が装着されたか否かの検出を行う（ステップＳ８０２）。
【０１０５】
　そして、装着検出部３０２が、両イヤホン部１０２、１０３が装着されたことを検出し
た場合（ステップＳ８０２：Ｙｅｓ）、特定部３０５が、命令管理テーブル３３１を参照
し、“装着検出部３０２の検出結果”及び“現在状況”を検索条件として、実行内容“再
生開始コマンド”を特定する（ステップＳ８０３）。
【０１０６】
　その後、送信制御部３１２が、特定された再生開始コマンドを、リモート端末１５０に
対して送信制御を行う（ステップＳ８０４）。
【０１０７】
　一方、リモート端末１５０においては、受信制御部３６１が、再生開始コマンドを受信
したか否か判断する（ステップＳ８５３）。
【０１０８】
　そして、受信制御部３６１が、再生開始コマンドを受信したと判断した場合（ステップ
Ｓ８５３：Ｙｅｓ）、再生開始コマンドに従って、音声制御部３５２が、音声データ記憶
部３５３から音声データの読み出しを開始し、読み出した音声データを送信制御部３６２
が送信制御を開始する（ステップＳ８５４）。
【０１０９】
　これに伴い、音声出力装置の受信制御部３１１が、リモート端末１５０からの音声デー
タを受信制御する（ステップＳ８０５）。そして、音声出力制御部３０４が、受信制御し
た音声データを、音声処理部２０５で処理した後に出力し（ステップＳ８０６）、処理が
終了する。
【０１１０】
　一方、ステップＳ８０２で、装着検出部３０２が、両イヤホン部１０２、１０３が装着
されたことを検出できなかった場合（ステップＳ８０２：Ｎｏ）、特定部３０５が、命令
管理テーブル３３１に設定されている、“未装着の状態で所定時間”を経過したか否か判
定する（ステップＳ８０７）。経過していないと判定した場合（ステップＳ８０７：Ｎｏ
）、ステップＳ８０２から処理を開始する。
【０１１１】
　そして、特定部３０５が、“未装着の状態で所定時間”を経過したと判定した場合（ス
テップＳ８０７：Ｙｅｓ）、命令管理テーブル３３１で、“未装着の状態で所定時間”と
対応付けられている実行内容“電源ＯＦＦコマンド”を特定する（ステップＳ８０８）。
その後、送信制御部３１２が、特定された“電源ＯＦＦコマンド”を送信制御し（ステッ
プＳ８０９）、処理を終了する。
【０１１２】
　一方、リモート端末１５０において、ステップＳ８５３で、再生開始コマンドを受信し
なかったと判断した場合（ステップＳ８５３：Ｎｏ）、受信制御部３６１は、電源ＯＦＦ
コマンドを受信したか否かを判断する（ステップＳ８５５）。受信していないと判断した
場合（ステップＳ８５５：Ｎｏ）、再びステップＳ８５３から処理を開始する。
【０１１３】
　一方、受信制御部３６１は、電源ＯＦＦコマンドを受信したと判断した場合（ステップ
Ｓ８５５：Ｙｅｓ）、受信した電源ＯＦＦコマンドに従って、リモート端末１５０本体の
電源を停止する制御を行う（ステップＳ８５６）。
【０１１４】
　上述した処理手順により、利用者の両イヤホン部１０２、１０３が意図的に外したこと
をトリガーとして、音声出力装置１００及びリモート端末１５０で、利用者にとって適切
な処理がなされることになる。なお、本実施の形態においては、意図的に両イヤホン部１
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０２、１０３が外した場合に特定される制御コマンドを一時停止コマンドに制限するもの
ではなく、一時停止コマンドの他の制御コマンドとして、停止、録音、音量調整又はこれ
ら組み合わせなどであっても良い。
【０１１５】
　また、本実施の形態では、利用者が意図的に両イヤホン部１０２、１０３の取り外した
ことに伴う一時停止と、一時停止したところからの音声データが再生について説明したが
、一時停止されたところからの音声データの再生に制限するものではなく、例えば、頭出
し再生などであってもよい。他の例としては、リモート端末１５０がリアルタイムで受信
していた音声データを視聴していた場合、一時停止の代わりに録画を行い、再び両イヤホ
ン部１０２、１０３が装着された場合に自動的に録画されたデータを視聴する等の処理を
行っても良い。
【０１１６】
　図９は、偶発的に片方のイヤホン部（１０２又は１０３）が外れたため（図６のステッ
プＳ６１０に相当）、特定部３０５が音声合成コマンドを特定した後の図６のステップＳ
６１２及びＳ６５２の処理を示したフローチャートである。なお、本実施の形態において
、偶発的に片耳のイヤホン部（１０２又は１０３）が外れた場合には、すぐに再び装着す
るとみなし、装着している方のもう一方のイヤホン部（１０２又は１０３）から両耳分の
音声データが出力されているので、再び外れたイヤホン部を装着するまで、当該音声デー
タを視聴できる。
【０１１７】
　まず、送信制御部３１２が、特定部３０５で特定された音声合成コマンドを、無線通信
部２０４を介して、リモート端末１５０に送信制御する（ステップＳ９０１）。
【０１１８】
　そして、リモート端末１５０の受信制御部３６１が、音声合成コマンドの受信制御を行
う（ステップＳ９５１）。
【０１１９】
　次に、リモート端末１５０の音声制御部３５２が、受信した音声合成コマンドに従って
、音声データ記憶部３５３からの読み出したステレオの音声データを、モノラルですべて
の音を聞けるように音声データを合成する（ステップＳ９５２）。なお、合成処理手法と
しては、周知の手法を用いればよいものとして、説明を省略する。
【０１２０】
　そして、リモート端末１５０の、送信制御部３６２が、音声合成した後の音声データを
送信開始する（ステップＳ９５３）。
【０１２１】
　これに伴い、音声出力装置１００の、受信制御部３１１が、音声合成された音声データ
の受信制御を行う（ステップＳ９０２）。その後、音声出力制御部３０４が、受信した音
声データを、音声処理部２０５で処理した後、まだ装着されているイヤホン部（１０２又
は１０３）に出力制御を行う（ステップＳ９０３）。なお、装着されているイヤホン部で
、全ての音声データを聞ければ良く、音声合成された音声データが、イヤホン部１０２、
１０３の両方に出力されていてもよい。
【０１２２】
　その後、装着検出部３０２が、未装着であったイヤホン部（１０２又は１０３）が利用
者の耳に装着されたか否かの検出を行う（ステップＳ９０４）。未装着の状態が継続して
いる場合（ステップＳ９０４：Ｎｏ）、このまま音声合成された音声データの受信から出
力までを行う（ステップＳ９０２～Ｓ９０３）。
【０１２３】
　そして、装着検出部３０２が、未装着であってイヤホン部（１０２又は１０３）が利用
者の耳に装着されたことを検出した場合（ステップＳ９０４：Ｙｅｓ）、特定部３０５が
、命令管理テーブル３３１を参照し、送信すべき制御コマンドとして、ステレオ出力コマ
ンドを特定する（ステップＳ９０５）。そして、送信制御部３１２が、特定されたステレ
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オ出力コマンドを、リモート端末１５０に対して送信制御を行う（ステップＳ９０６）。
【０１２４】
　一方、リモート端末１５０において、受信制御部３１１が、ステレオ出力コマンドを受
信したか否か判断する（ステップＳ９５４）。ステレオ出力コマンドを受信していないと
判断した場合（ステップＳ９５４：Ｎｏ）、再びステップＳ９５２から処理を開始する。
【０１２５】
　そして、受信制御部３１１が、ステレオ出力コマンドを受信したと判断した場合（ステ
ップＳ９５４：Ｙｅｓ）、音声制御部３５２が、ステレオ出力コマンドに従って、音声デ
ータをステレオ出力するための処理を行う（ステップＳ９５５）。その後、送信制御部３
６２が、ステレオの音声データの送信制御を行い（ステップＳ９５６）、処理を終了する
。
【０１２６】
　そして、音声出力装置１００は、リモート端末１５０から音声データの受信制御を行う
（ステップＳ９０７）。その後、音声出力制御部３０４が、受信した音声データを、音声
処理部２０５で処理した後、それぞれのイヤホン部１０２、１０３に対してステレオ出力
する（ステップＳ９０８）。
【０１２７】
　上述した処理手順により、偶然片耳のイヤホン部（１０２又は１０３）が外れた場合で
も、利用者が音声データの聞き逃しを抑止することができる。なお、本実施の形態は、偶
発的にイヤホン部（１０２又は１０３）が外れた場合に特定される制御コマンドを音声合
成コマンドに制限するものではなく、音声合成コマンドの他の制御コマンドとして、ボリ
ューム調整、一時停止、録音又はこれらの組み合わせなどであっても良い。
【０１２８】
　図１０は、意図的に片方のイヤホン部（１０２又は１０３）を外したため（図６のステ
ップＳ６１１に相当）、特定部３０５が音声合成コマンド及び音量低減コマンドを特定し
た後の図６のステップＳ６１２及びＳ６５２の処理を示したフローチャートである。なお
、本実施の形態において、利用者が意図的に片耳のイヤホン部（１０２又は１０３）を外
した場合、外部環境の音を聞くことが目的であるとみなす。そこで、まだ装着されている
イヤホン部で両耳分の音声データを聞けるようにすると共に、外部環境の音を聞こえるよ
うに音量を下げる処理を行う。
【０１２９】
　まず、送信制御部３１２が、特定部３０５で特定された音声合成コマンド及び音量低減
を、無線通信部２０４を介して、リモート端末１５０に送信制御する（ステップＳ１００
１）。
【０１３０】
　そして、リモート端末１５０の受信制御部３６１が、音声合成コマンド及び音量低減コ
マンドの受信制御を行う（ステップＳ１０５１）。
【０１３１】
　次に、リモート端末１５０の音声制御部３５２が、受信した音声合成コマンドに従って
、音声データ記憶部３５３からの読み出したステレオの音声データを、モノラルですべて
の音を聞けるように音声データを合成する（ステップＳ１０５２）。
【０１３２】
　その後、リモート端末１５０の音声制御部３５２が、受信した音量低減コマンドに従っ
て、音声データの音量低減処理を行う（ステップＳ１０５３）。なお、音量低減処理手法
としては、予め定められた値にするよう制御しても良いし、現在の音量を基準として所定
の値だけ下げるように制御しても良い。
【０１３３】
　そして、リモート端末１５０の、送信制御部３６２が、音声合成及び音量低減した後の
音声データを送信開始する（ステップＳ１０５４）。
【０１３４】
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　これに伴い、音声出力装置１００の、受信制御部３１１が、音声合成及び音量低減され
た音声データの受信制御を行う（ステップＳ１００２）。その後、音声出力制御部３０４
が、受信した音声データを、音声処理部２０５で処理した後、まだ装着されているイヤホ
ン部（１０２又は１０３）に出力制御を行う（ステップＳ１００３）。音声合成された音
声データを、まだ装着されているイヤホン部（１０２又は１０３）に出力することで、片
耳のみの装着であっても、利用者は全ての音を聞くことができる。また、音量が低減され
ているため、利用者が外部環境の音を聞くことが容易になる。
【０１３５】
　その後、装着検出部３０２が、未装着であったイヤホン部が利用者の耳に装着されたか
否かの検出を行う（ステップＳ１００４）。未装着の状態が継続している場合（ステップ
Ｓ１００４：Ｎｏ）、このまま音声合成された音声データの受信から出力までを行う（ス
テップＳ１００２～Ｓ１００３）。
【０１３６】
　そして、装着検出部３０２が、未装着であったイヤホン部（１０２又は１０３）が利用
者の耳に装着されたことを検出した場合（ステップＳ１００４：Ｙｅｓ）、特定部３０５
が、命令管理テーブル３３１を参照し、送信すべき制御コマンドとして、ステレオ出力コ
マンド及び音量増加コマンドを特定する（ステップＳ１００５）。
【０１３７】
　そして、送信制御部３１２が、特定されたステレオ出力コマンド及び音量増加コマンド
を、リモート端末１５０に対して送信制御を行う（ステップＳ１００６）。
【０１３８】
　一方、リモート端末１５０において、受信制御部３１１が、ステレオ出力コマンド及び
音量増加コマンドを受信したか否か判断する（ステップＳ１０５５）。これら制御コマン
ドを受信していないと判断した場合（ステップＳ１０５５：Ｎｏ）、再びステップＳ１０
５２から処理を開始する。
【０１３９】
　そして、受信制御部３１１が、ステレオ出力コマンド及び音量増加コマンドを受信した
と判断した場合（ステップＳ１０５５：Ｙｅｓ）、音声制御部３５２が、ステレオ出力コ
マンドに従って、音声データをステレオ出力するための処理を行う（ステップＳ１０５６
）。
【０１４０】
　その後、リモート端末１５０の音声制御部３５２が、受信した音量増加コマンドに従っ
て、音声データの音量増加処理を行う（ステップＳ１０５７）。なお、音量増加処理手法
としては、例えば低減前の音量に戻すなどが考えられる。
【０１４１】
　その後、送信制御部３６２が、音量が増加されたステレオの音声データの送信制御を行
い（ステップＳ１０５８）、処理を終了する。
【０１４２】
　そして、音声出力装置１００は、リモート端末１５０から音声データの受信制御を行う
（ステップＳ１００７）。その後、音声出力制御部３０４が、受信した音声データを、音
声処理部２０５で処理した後、それぞれのイヤホン部１０２、１０３に対してステレオ出
力する（ステップＳ１００８）。
【０１４３】
　上述した処理手順により、意図的に片耳のイヤホンを外した場合でも、利用者が音声デ
ータの聞き逃しを抑止すると共に、外した際に外部環境の音を聞きやすくすることができ
る。なお、本実施の形態は、意図的にイヤホン部（１０２又は１０３）が外された場合に
特定される制御コマンドを音声合成コマンド及び音量低減コマンドに制限するものではな
く、これらの他の制御コマンドとして、停止、一時停止、録音又はこれらの組み合わせな
どであっても良い。
【０１４４】
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　また、上述した処理手順では、イヤホンを外した場合に、音声合成及び音量調整を行う
こととしたが、他の処理でも良く、例えば一時停止を行ってもよい。そして、イヤホンを
片方外したことで音声データを一時停止した場合、一時停止されたところからの視聴や頭
出し再生などを行ってもよい。
【０１４５】
　本実施の形態においては、イヤホンが意図的に外れたか否かを検出するセンサとして、
張力センサを用いたが、張力センサに限らず、ケーブルとイヤホン部との結合部にかかる
負担を検出できるセンサであれば、他のセンサであってもよい。
【０１４６】
　従来の技術においては、イヤホン部の装着有無を検知するセンサが組み込まれていた。
しかしながら、装着の有無だけの判断では、イヤホン部が外されたときの状況を考慮した
ものではなかった。処理はその背景に関係なく音声情報の出力を制御するものだった。こ
れに対し、本実施の形態にかかる音声出力装置１００においては、イヤホン部とケーブル
との間の負荷を検出できるセンサを組み込むことで、イヤホン部が外れたのが意識的又は
偶発的かを判定することが可能となった。これにより、より細やかな音声データの制御を
可能とすることができる。
【０１４７】
　さらに、本実施の形態にかかる音声出力装置１００においては、上述した構成を備える
ことで、音声データを聴いている場合に、イヤホン部が両方又は片方の耳から外れたこと
を検出すると共に、外れた原因が意図的か偶発的か否かを検出できるので、これら検出結
果を組み合わせることで、より詳細な音声データの制御を行うことが可能となる。
【０１４８】
　また、上述した実施の形態に限定されるものではなく、以下に例示するような種々の変
形が可能である。
【０１４９】
　（変形例１）
　上述した第１の実施の形態において、本実施の形態においては、リモート端末１５０に
予め保存してある音声データを再生する場合について説明したが、予め保存してある音声
データに制限するものではなく、リアルタイムにリモート端末１５０が受信している音声
データであってもよい。この場合、両耳外れた場合には、一時停止の代わりにＲＡＭ等に
音声データの録画等の制御を行うものとする。
【０１５０】
　このようにリアルタイムで聴いている場合であっても、イヤホン部の状況を判断し、録
音することができ、聞き逃しを防止することができる。また、音声データの記録に制限す
るものではなく、片耳のみ外れた場合については、上述したように両耳分の音声データを
装着中のイヤホン部に出力することや、一時停止や音量を落とすなどの制御を行ってもよ
い。
【０１５１】
　（変形例２）
　上述した実施の形態及び変形例においては、センサからの信号から実行すべきコマンド
等の特定を、音声出力装置側で実行する場合について説明した。しかしながら、上述した
処理を音声出力装置側で実行することに制限するものではなく、リモート端末側で行って
もよい。
【０１５２】
　リモート端末側で行う例としては、リモート端末１５０が上述した音声出力装置の構成
を備え、音声出力装置が、各種センサからの信号をリモート端末に送信することにしても
よい。これにより、リモート端末が、受信した各種信号に基づいて実行すべきコマンド等
を特定し、特定されたコマンドに従って、音声データの制御を行うことができる。このよ
うに、音声出力装置及びリモート端末のどちらで処理を行うのかについては、各装置の処
理負担等を考慮して設計すればよい。
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【０１５３】
　上述した実施の形態及び変形例にかかる音声出力装置１００又はリモート端末１５０で
実行される音声制御プログラムは、インストール可能な形式又は実行可能な形式のファイ
ルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録さ
れて提供される。
【０１５４】
　また、上述した実施の形態及び変形例にかかる音声出力装置１００又はリモート端末１
５０で実行される音声制御プログラムを、インターネット等のネットワークに接続された
コンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせることにより提供するよ
うに構成しても良い。また、上述した実施の形態及び変形例にかかる音声出力装置１００
又はリモート端末１５０で実行される音声制御プログラムをインターネット等のネットワ
ーク経由で提供または配布するように構成しても良い。
【０１５５】
　また、上述した実施の形態及び変形例にかかる音声制御プログラムを、ＲＯＭ等に予め
組み込んで提供するように構成してもよい。
【０１５６】
　本実施の形態の音声出力装置１００で実行される音声制御プログラムは、上述した各部
（設定受付部、装着検出部、張力検出部、音声出力制御部、通信制御部、特定部）を含む
モジュール構成となっており、実際のハードウェアとしてはＣＰＵ２０２が上記記憶媒体
から音声制御プログラムを読み出して実行することにより上記各部が主記憶装置上にロー
ドされ、設定受付部、装着検出部、張力検出部、音声出力制御部、通信制御部、特定部が
主記憶装置上に生成されるようになっている。
【０１５７】
　なお、本発明は、上記実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化することができる。また、上記実施
の形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成す
ることができる。例えば、実施の形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削
除してもよい。さらに、異なる実施の形態にわたる構成要素を適宜組み合わせても良い。
【符号の説明】
【０１５８】
　１００　音声出力装置
　１０２　左イヤホン部
　１０３　右イヤホン部
　１０４　左用装着検出センサ
　１０５　左用張力センサ
　１０６　右用装着検出センサ
　１０７　右用張力センサ
　１１０　筐体部
　１５０　リモート端末
　２０１　ＲＯＭ
　２０２　ＣＰＵ
　２０３　ＲＡＭ
　２０４　無線通信部
　２０５　音声処理部
　２１１　左装着検出信号Ｉ／Ｆ
　２１２　左張力信号Ｉ／Ｆ
　２１３　左イヤホンＩ／Ｆ
　２１４　右イヤホンＩ／Ｆ
　２１５　右張力信号Ｉ／Ｆ
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　２１６　右装着検出信号Ｉ／Ｆ
　３０１　通信制御部
　３０２　装着検出部
　３０３　張力検出部
　３０４　音声出力制御部
　３０５　特定部
　３０６　設定受付部
　３１１　受信制御部
　３１２　送信制御部
　３３１　命令管理テーブル
　３３２　音声データキャッシュ
　３５１　通信制御部
　３５２　音声制御部
　３５３　音声データ記憶部
　３６１　受信制御部
　３６２　送信制御部

【図１】 【図２】
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